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献 血 の 基 礎 知 識  

■
献
血
の
種
類 

献
血
の
採
血
方
法
に
は
、
す
べ
て
の

血
液
の
成
分
を
採
血
す
る
全
血
献
血

と
、
必
要
な
血
液
の
成
分
だ
け
を
採

血
す
る
成
分
献
血
が
あ
り
ま
す
。

全
血
献
血
は
、
１
回
の
献
血
で
の
採

血
量
で
、
４
０
０
ml
献
血
と
２
０
０

ml
献
血
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
成
分
献
血
は
採
血
す
る
成
分

の
種
類
で
、
血
漿
成
分
献
血
と
血
小

板
成
分
献
血
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
献
血
か
ら
つ
く

ら
れ
る
血
液
製
剤
は
異
な
り
、
そ
の

種
類
は
図
の
通
り
で
す
。

こ
れ
ら
血
液
製
剤
は
自
国
で
の
自
給

自
足
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
血
漿
分
画
製
剤
の
一
つ
で

あ
る
ア
ル
ブ
ミ
ン
製
剤
は
自
給
率
が

約
61
％（
平
成
20
年
度
）で
あ
る
な
ど
、

海
外
に
依
存
し
て
い
る
製
剤
も
あ
る

た
め
、
み
な
さ
ん
の
協
力
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。

け
っ
し
ょ
う 

け
っ
し
ょ
う
ぶ
ん
か
く
せ
い
ざ
い 

外傷や外科手
術などに使わ
れます。 

成分献血 
血液中の血小板や血漿だけを 

献血する方法です。 

全血献血 
血液のすべての成分を 
献血する方法です。 

 

血小板成分 
献血 

血漿成分 
献血 

血小板製剤 血漿製剤 血漿製剤 血漿分画製剤 
（アルブミン製剤等） 

赤血球製剤 全血製剤 

４００ml献血 ２００ml献血 

血小板産生低
下による血小
板減少症など
の場合に使わ
れます。 
 

やけど、重症
感染症の予防
治療のためな
どに使われま
す。 

血液細胞成分
および血漿成
分を同時に必
要とする場合
に使われます。 
 

慢性貧血、外
科手術前後の
輸血などに使
われます。 

外傷や外科手
術などに使わ
れます。 

けっしょう 

けっしょう 

血漿分画 
製剤用 
献血 

けっしょうぶんかく 

血漿分画製剤
をつくるため
にも、血液が
多量に必要と
されています。 
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献 血 の 基 礎 知 識  

献
血
者
の
健
康
面
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
ま
た
、
輸
血
を
受
け

る
方
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
献

血
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
か
の
問

診
を
行
い
ま
す
。
採
血
基
準
の
主

な
も
の
は
、
左
図
の
通
り
で
す
。

ま
た
、
輸
血
を
受
け
る
方
の
安
全

を
守
る
た
め
、Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
の

原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
）
感
染
が

疑
わ
れ
る
方
、
輸
血
や
臓
器
移
植

を
受
け
た
方
、
一
定
の
期
間
に
英

国
な
ど
へ
の
海
外
滞
在
歴
が
あ
る

方
等
に
つ
い
て
は
問
診
で
確
認

し
、
献
血
を
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

■
献
血
は
誰
で
も
で
き
る
の
？ 

採
血
に
か
か
る
時
間
は
、
２
０
０
m l
献
血
・
4
０
０
m l
献
血
で
15
分
程

度
、
成
分
献
血
は
採
血
量
に
応
じ
て
4 0
〜
9 0
分
程
度
で
す
。

■
採
血
に
は
ど
の
く
ら
い
時
間
が
か
か
る
の
？ 

全血献血で 

15分程度 
だっち。 

1 
2 
3 
4 

5 6 7 
8 
9 
10 
11 12 

採血基準の主なもの 

２００ml 
献血 

１６歳 
から 

18歳 
から 

１８歳 
から 

５０kg 
以上 

４５kg 
以上 

４０kg 
以上 

４５kg 
以上 

４０kg 
以上 

年　

齢 

男 

女 

体　

重 

４００ml 
献血 成分献血 
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献
血
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る

の
は
、日
本
赤
十
字
社
で
す
。 

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
た
く
さ
ん

の
人
に
献
血
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
様
々
な
場
所
で
献
血
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
献
血
は
ど
こ
で
で
き
る
の
？ 

都市部を中心に交通の便のよいところにあり、献
血者がリラックスできる設備が備わっています。ま
た、リラクゼーションや占いといったサービスを提
供している献血ルームもあります。

献血ルーム 
献血ルームや血液センターが近在しない地域に出張
します。

献血バス 

献血の受け入れから採血された血液の品質検査、血
液製剤の製造・保管・供給を行っています。

血液センター 
会社や団体で献血する場合、屋内のスペースを臨時
の献血会場にします。

その他 

どうぞ 
こちらへ。 
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